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中
学
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
国
際
交
流
し
ま
し
た

令
和
元
年
度
　
行
方
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修

▲美術の授業では、オーストラリア先住民の「アボリジナル・
アート」を体験

　

行
方
市
中
学
生
海
外
派
遣
研
修
事
業
は
、
未
来
を

担
う
中
学
生
を
海
外
に
派
遣
し
、
そ
の
国
の
文
化
、

風
俗
、風
習
等
に
触
れ
、国
際
感
覚
を
養
う
と
と
も
に
、

広
い
視
野
か
ら
郷
土
や
国
家
・
国
際
社
会
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、７
月
31
日
（
水
）
か
ら
８
月
８
日
（
木
）

ま
で
の
９
日
間
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ビ
ク
ト
リ
ア
州・

メ
ル
ボ
ル
ン
市
へ
本
市
の
中
学
生
17
人
を
派
遣
。

　
生
徒
た
ち
は
、
言
葉
や
文
化
の
違
う
外
国
の
地
で
、

現
地
の
学
校
訪
問
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
市
内
散
策
等
、

研
修
に
精
一
杯
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
地
校
で
の
生
活

　
本
年
度
の
訪
問
校
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
に
あ

る
「
ド
ロ
マ
ー
ナ
カ
レ
ッ
ジ
」。
教
育
環
境
が

良
い
と
し
て
、
現
地
で
も
評
判
の
学
校
で
す
。

　
本
市
の
生
徒
た
ち
は
、
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

沿
い
、
現
地
校
で
学
校
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

現
地
の
学
生
と
同
じ
授
業
へ
の
参
加
や
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
こ
と
を
学
ぶ
体
験
型
授
業
へ
の

参
加
、
そ
し
て
、
休
み
時
間
や
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

等
、
現
地
の
学
校
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
授
業
の
説
明
や
、
現
地
の
学
生
と
の
や
り
取

り
に
は
英
語
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

ボ
デ
ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
を
交
え
な
が
ら
、
現
地

の
学
生
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
近
隣
に
あ
り
、
市
内
の
小
中

学
校
と
交
流
の
あ
る
「
ド
ロ
マ
ー
ナ
小
学
校
」

お
よ
び
「
レ
ッ
ド
ヒ
ル
小
学
校
」
に
も
訪
問
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

研修スケジュール
７月 31日（水）北浦庁舎で出発式の後、成田空港からメルボルンへ
８月１日（木）�メルボルン市内研修①（パッフィンビリー鉄道乗車体験、移民

博物館、ユーレカタワー）
８月２日（金）研修・各種交流プログラム実施（ドロマーナカレッジ）
８月２日（金）～８月６日（火）�ホームステイし、ホストファミリーと過ごす
８月５日（月）研修・各種交流プログラム実施（ドロマーナカレッジ）
８月６日（火）研修・各種交流プログラム実施（レッドヒル小・ドロマーナ小）
８月７日（水）修了証授与式・お別れパーティー（ドロマーナカレッジ）
　　　　　　　メルボルン市内研修②（聖パトリック大聖堂、州立図書館）
８月８日（木）帰国。成田空港着後、北浦庁舎で解団式

▲ドロマーナカレッジにて。参加者 17人全員集合！
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■
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
（
北
浦
庁
舎
）

　
☎
０
２
９
１
（
３
５
）
２
１
１
１

研
修
を
通
し
て

　

海
外
で
の
研
修
を
通
じ
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ

ぞ
れ
た
く
さ
ん
の
学
び
の
経
験
を
し
、
た
く
ま

し
く
成
長
し
た
姿
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
異
国

の
文
化
や
、
話
す
言
葉
の
違
う
人
々
と
の
ふ
れ

合
い
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
今
後
の
糧
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
現
代
社
会
を
生
き
る

子
ど
も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
宿
泊
体
験
）

　

生
徒
た
ち
は
、
現
地
校
の
生
徒
の
お
宅
に
お

い
て
、
５
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
。
家

族
の
一
員
と
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
迎
え

ら
れ
、
現
地
で
の
生
活
そ
の
も
の
を
体
験
し
、

生
き
た
英
語
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
活
文
化

を
学
び
ま
し
た
。

　
休
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
出

掛
け
る
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
現
地

の
方
々
の
温
か
み
に
も
触
れ
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

日
本
を
伝
え
る

　

生
徒
た
ち
は
英
語
使
用
の
環
境
の
中
で
、
現

地
校
で
日
本
語
科
の
授
業
に
参
加
し
、
現
地
の

学
生
と
協
同
し
て
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
昔
遊
び
等
に
つ
い
て
発
表
を

行
い
、
現
地
の
学
生
に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら

う
な
ど
、
日
本
の
言
葉
や
文
化
を
伝
え
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
と
再
会
の
約
束

　

研
修
で
は
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま

し
た
。
一
緒
に
過
ご
し
た
現
地
校
の
学
生
や
教

職
員
の
方
々
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
お
別

れ
の
日
に
は
、
現
地
校
で
修
了
証
の
授
与
式
と

併
せ
て
、
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
帰
国
の
際
に
は
互
い
に
別
れ
を
惜
し
み

合
い
、
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
研
修

　
イ
ギ
リ
ス
風
の
歴
史
的
建
造
物
と
現
代
的
な

ビ
ル
が
一
緒
に
並
ぶ
、
美
し
い
街
並
み
の
メ
ル

ボ
ル
ン
市
。
移
民
都
市
・
多
国
籍
文
化
の
街
と

し
て
も
有
名
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
や
文

化
が
共
生
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
移
民
博
物
館
や
歴
史
的
な
教
会

な
ど
を
訪
問
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
歴
史
や

伝
統
文
化
、
生
活
を
学
び
ま
し
た
。

◀ランチには、オーストラリア
サイズのフィッシュ＆チップ
ス。みな完食です！

▲パッフィンビリー鉄道（左）
　フリンダースストリート駅（右）

▲セントパトリック大聖堂

◀持参した浴衣で着付け体
験をしたり、自作のかるたや
福笑いで一緒に遊びました


